
序

本
巻
は
、

近
代
・

現
代
の

資
料
編
の

う
ち
政
治
・

行
政1

と
し
て
、

明
治
初
年
の

神
奈
川
置
県
か

ら
昭

和
初
期
の

大
恐
慌
ま
で

の

神
奈
川
県
を
舞
台
と
し
て

展
開
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
・

行
政
関
係
の

資
料

を
収
録
い

た
し
ま
し
た
。

こ

の

時
代
は
、

神
奈
川
県
の

成
立
と
複
雑
な
行
政
区
画
変
更
、

郡
制
、

市
制
・

町
村
制
の

施
行
、

三
多

摩
地
域
の

東
京
府
移
管
、

日
清

日
露
戦
争
の

体
験
、

米
騒
動
な
ど
大
き
な
政
治
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、

と
く
に

関
東
大
震
災
で

県
内
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
こ

う
む
っ

た
多
難
な
時
代
で

あ
り
ま
し
た
。

本
巻
の

編
集
に

あ
た
っ

て

は
、

こ

れ
ら
の

歴
史
的
推
移
を
知
り
う
る
よ
う
に
、

資
料
の

選
択
、

配
列
に

留
意
い

た
し
ま
し
た
。

こ

の

巻
の

刊
行
に

あ
た
り
、

貴
重
な
資
料
の

提
供
や
有
益
な
教
示
を
賜
わ
っ

た
方
々

お

よ
び
困
難
な
資

料
の

調
査
・

編
集
に

あ
た
ら
れ
た
執
筆
委
員
の

方
々

に

対
し
、

こ

こ

に

心
か
ら
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
三
月

神
奈
川
県
知
事

　
津

田

文

吾

©神奈川県立公文書館



©神奈川県立公文書館



凡

例

一

　
神
奈
川
県
史
資
料
編
、

近
代
・

現
代
編
は
政
治
・

行
政
関
係
資
料
と
産
業
・

経
済
関
係
資
料
と
を
収
録
す
る
。

本
巻
は
政
治
・

行
政
編
二

巻

の

第
一

巻
と
し
て
、

明
治
初
年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の

県
政
の

推
移
に

関
す
る
資
料
を
収
録
し
た
。

一

　
資
料
は
テ
ー
マ

別
に

分
類
し
、

そ
れ
を
原
則
と
し
て

年
代
の

順
に

従
っ

て

収
録
し
た
が
、

資
料
の

前
後
関
係
に
よ
っ

て

配
列
し
直
す
等
の

処

置
を
講
じ
た
場
合
も
あ
る
。

一

　
各
資
料
の

標
題
は
、

編
者
が
つ

け
た
。

し
か
し
原
資
料
の

標
題
が
内
容
に

照
応
す
る
も
の

は
そ
の

ま
ま
採
用
し
た
。

一

　
各
資
料
に

は
す
べ

て
一

連
番
号
を
つ

け
、

さ
ら
に

小
番
号
を
付
し
て
一

括
し
た
も
の

も
あ
る
。

一

　
収
録
し
た
資
料
は
、

い

ず
れ
も
原
資
料
の

形
態
を
残
す
よ
う
に

努
め
た
が
、

編
集
の

都
合
上
と
資
料
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、

原
資
料

の

意
味
を
損
じ
な
い

限
り
、

次
の

よ
う
に

扱
っ

た
。

（一）
　
字
体
は
、

当
用
漢
字
表
に

あ
る
漢
字
に
つ

い

て

は
原
則
と
し
て

当
用
漢
字
字
体
表
を
用
い
、

こ

の

表
に

な
い

漢
字
は
原
資
料
に

従
っ

た
。

な
お
、

明
治
期
、

慣
用
的
に

用
い

ら
れ
る
漢
字
の

う
ち
、

本
来
偏
・

冠
が
「
木
」「
氵

」「
禾
」「
竹
」
の

も
の

で

そ
れ
ぞ
れ
「
扌

」「
冫

」

「
犭
」
「
⺿

」
に

な
っ

て
い

る
も
の

は
本
来
の

漢
字
に

改
め
た
。

（二）
　
変
体
が
な
の

う
ち
、

助
詞
の
「
者
」
「
而
」
「
江
」
は
活
字
の

ポ
イ
ン

ト
を
落
し
た
。

（三）
　
つ

く
り
字
は
か
た
か
な
に

改
め
た
。

（四）
　
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
が
、

あ
て

字
、

俗
字
等
は
原
資
料
に

従
っ

た
。
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（五）
　
各
資
料
の

欄
外
に

書
き
こ

ま
れ
た
所
見
の

類
は
、

編
者
に

お
い

て
、

（
欄
外
注
記
）
と
し
て

表
記
し
た
。

（六）
　
朱
字
は
『
　
』
で

か
こ

い
、

（
朱
書
）
の

傍
注
を
付
し
た
。

（七）
　
脱
字
は
該
当
部
分
に
（

脱
）
の

傍
注
を
付
し
た
。

（八）
　
虫
く
い
、

破
損
等
は
、

□
□
・

□
で

そ
の

状
態
を
示
し
た
。

（九）
　
〓
消
部
分
は
原
則
と
し
て

省
い

た
が
、

必
要
な
場
合
は
資
料
の

末
尾
に

編
者
注
と
し
て

表
記
し
た
。

（十）
　
敬
字
の

欠
字
は
一

字
あ
け
と
し
、

改
行
の

場
合
は
原
資
料
に

従
っ

た
。

（十一）
　
重
複
の

字
は
原
資
料
に

従
い
、

（
衍
字
）
の

傍
注
を
付
し
た
。

（十二）
　
署
名
簿
等
で

人
数
が
多
い

場
合
は
、

二

段
組
み
に
し
て

す
べ

て

を
収
録
し
た
。

（十三）
　
編
者
の

つ

け
た
傍
注
に

は
す
べ

て

（
　
）
を
用
い
、

原
資
料
に

あ
る
一

行
分
の

（
　
）
は
〔
　
〕
に

改
め
た
。

一

　
収
録
し
た
資
料
は
そ
の

末
尾
に

出
典
お
よ
び
所
蔵
者
名
を
付
記
し
、

解
説
の

末
尾
に

所
蔵
者
一

覧
表
を
掲
げ
た
。

一

　
本
巻
の

編
集
は
、

大
久
保
利
謙
・

金
原
左
門
が
担
当
し
た
。

©神奈川県立公文書館



表
紙
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事
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目

次

序凡

例

第
一

編
　
明
治
前
期

第
一

章
　
県
行
政
区
画

資
料
番
号

一

　
神
奈
川
足
柄
両
県
の

成
立
と
再
編
成（
一

－
四

）　
1

二

　

事
務
章
程
制
定
に

関
す
る
神
奈
川
県
権
令
大
江
卓
の

諭
告
　

5

三
　

管
内
区
戸
長
に

た
い

す
る
神
奈
川
県
令
中
島
信
行
の

諭
告
　

7

四

　

地
方
長
官
会
議
に

臨
む
足
柄
県
権
令
柏
木
忠
俊
等
の

諭
告
　

8

五

　

足
柄
県
官
員
録
な
ら
び
に

同
禄
高（
一

－
二

）　

8

六
　

足
柄
県
廃
止
に

関
す
る
行
政
関
係
書
類
　

15

七
　

足
柄
県
廃
止
等
に

関
す
る
県
令
柏
木
忠
俊
宛
書
簡
　

16

八

　

旧
足
柄
県
令
柏
木
忠
俊
に

た
い

す
る
小
田
原
住
民
の

惜
別
の

辞

（
一

－
三
）　

18

九
　

足
柄
県
再
興
建
白
書
　

20

第
二

章
　
大
区
小
区
制

第
一

節
　
区
長
戸
長
等
行
政
事
務

一

〇
　

戸
長
副
戸
長
心
得
　

27

一

一

　
戸
長
拝
命
に
つ

き
誓
約
書
　

30

一

二

　

足
柄
県
大
区
小
区
設
置
に

関
す
る
件
達
　

30

一

三
　

神
奈
川
県
第
十
五
大
区
正
副
戸
長
任
命
に

と
も
な
う
村
役
人
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減
員
に

関
す
る
申
合
書
　

31

一

四
　

区
画
改
正
の

大
略
　

33

一

五
　

区
画
改
正
に

と
も
な
う
代
議
人
選
挙
に

関
す
る
件
達
（
一

－
三
）　

36

一

六
　

神
奈
川
県
自
第
二

区

至
第
廿
区
正
副
区
長
名
簿
　

37

一

七
　

足
柄
県
正
副
区
長
名
一

覧
　

38

一

八
　

区
画
改
正
に

さ
い

し
民
費
に

関
す
る
伺
お
よ
び
指
令
（
一

－
二

）　

40

一

九
　

正
副
戸
長
の

事
務
引
継
に

関
す
る
件
達
　

43

二

〇
　

戸
長
副
戸
長
事
務
取
扱
大
略
　

43

二
一

　
区
長
副
区
長
事
務
条
例
　

46

二
二

　

区
長
戸
長
事
務
取
扱
心
得
書
　

47

二
三
　

神
奈
川
県
第
三
区
七
番
組
区
画
改
正
に

と
も
な
う
番
組
編
成
に

関
す
る
太
尾
村
他
二
か

村
願
上
書
（
一

－
三
）　

48

二
四
　

村
用
掛
選
挙
に

関
す
る
指
令
願
上
書
　

52

二
五
　

村
用
掛
拝
命
誓
約
書
提
出
に

関
す
る
件
達
　

53

二
六
　

村
用
掛
選
定
改
正
に

関
す
る
件
達
　

54

二
七
　

人
民
身
分
順
序
に

関
す
る
件
達
　

54

二
八
　

区
長
事
務
章
程
お
よ
び
同
追
加
（
一

－
二

）　

55

二

九
　

正
副
区
長
戸
長
身
分
取
扱
に

関
す
る
件
達
　

75

三
〇
　

区
番
組
呼
称
変
更
に

関
す
る
件
達
　

57

三
一

　
民
費
節
減
に

関
す
る
心
得
　

57

三
二

　

足
柄
県
第
三
大
区
事
務
所
設
立
に

と
も
な
う
新
吏
員
定
数
お
よ
び

職
制
に

関
す
る
件
達
　

59

三
三
　

里
長
等
人
選
に

関
す
る
約
条
書
　

60

三
四
　

村
吏
改
正
に

関
す
る
問
合
書
　

62

三
五
　

副
戸
長
後
任
人
選
に

関
す
る
約
定
書
　

64

三
六
　

大
小
区
書
役
身
分
取
扱
に

関
す
る
件
達
　

64

三
七
　

大
区
書
記
改
称
に

関
す
る
件
達
　

65

三
八
　

正
副
戸
長
等
選
挙
の

開
票
に

関
す
る
件
達
　

65

三
九
　

大
区
小
区
制
改
革
等
に

関
す
る
浮
説
訂
正
の

件
達
　

65

四
〇
　

区
長
等
再
選
見
合
に

関
す
る
件
達
　

66

四
一

　
布
告
等
の

下
達
迅
速
を
期
す
る
件
達
　

66

四
二

　

区
務
受
渡
規
則
　

66

四
三
　

官
令
制
規
等
審
議
禁
止
に

関
す
る
件
達
　

68

四
四
　

民
費
賦
課
法
議
案
お

よ
び
貯
金
法
議
案
に
関
す
る
件
達
（
一

－
四

）　

68

第
二

節
　
大
小
区
会
議
関
係

四
五
　

足
柄
県
大
小
区
議
事
概
則
　

82

四
六
　

神
奈
川
県
第
一

大
区
代
議
人
選
挙
規
則
お
よ
び
同
改
正
（
一

－
二

）　

84
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四
七
　

神
奈
川
県
自
第
二

大
区

至
第
廿
大
区

代
議
人
選
挙
規
則
　

86

四
八

　

足
柄
県
大
小
区
会
議
心
得
　

87

四

九
　

神
奈
川
県
第
一

大
区
区
会
議
事
章
程
お

よ
び
同
改
正
（
一

－
二

）　

88

五
〇
　

神
奈
川
県
県
会
議
事
章
程
　

90

五
一

　
足
柄
県
県
会
議
事
要
領
　

92

五
二

　

町
村
会
議
事
心
得
な
ら
び
に

仮
規
則
　

92

五
三
　

町
村
会
設
立
見
込
上
申
の

件
達
　

99

五
四
　

神
奈
川
県
臨
時
県
会
条
例
　

99

五
五
　

足
柄
県
県
区
会
議
事
規
則
お
よ
び
同
議
員
選
出
に

関
す
る
件
達
　

100

五
六
　

臨
時
議
事
会
に

関
す
る
神
奈
川
県
権
令
野
村
靖
の

訓
示
　

107

五
七
　

町
村
総
代
人
選
挙
規
則

同
改
正
な
ら
び
に

心
得
書（
一

－
四
）　

108

五
八

　

町
村
総
代
人
選
挙
規
則
施
行
に

関
す
る
件
達
　

111

五
九
　

町
村
総
代
人
選
挙
実
施
督
促
に

関
す
る
件
達
　

112

六
〇
　

総
代
人
選
出
に

関
す
る
村
内
規
定
書
　

112

六
一

　

神
奈
川
県
小
区
会
お
よ
び
大
区
会
議
事
規
則

同
追
加
…（
一

－
三

）　

113

六
二

　

県
会
議
事
規
則
　

119

第
三
章
　
三
新
法
体
制

第
一

節
　
郡
区
町
村
の

編
成

六
三
　

郡
区
役
所
設
置
に

関
す
る
布
達
お
よ
び
嘆
願
書
（
一

－
三

）　
122

六
四
　

郡
区
長
等
管
掌
事
務
に

関
す
る
件
達
　

124

六
五
　

郡
区
長
委
任
事
務
に

関
す
る
件
達
　

125

六
六
　

足
柄
上
郡
役
所
各
掛
事
務
仮
章
程
　

126

六
七
　

郡
区
長
公
選
に

関
す
る
神
奈
川
県
議
会
の

建
議
書
お

よ
び

報
道
記
事
写
（
一

－
二

）　

130

六
八
　

第
六
大
区
二

小
区
吉
田
村
区
務
受
渡
に

関
す
る
件
届
　

133

六
九
　

戸
長
選
挙
規
則

同
改
正
お

よ
び
同
細
則（
一

－
三
）　

134

七
〇
　

戸
長
等
給
料
支
払
方
法
お
よ
び
組
合
戸
長
設
置
に

関
す
る
件
達
　

137

七
一

　
戸
長
の

配
置
に

関
す
る
上
申
案
　

137

七
二

　

戸
長
身
分
取
扱
改
定
に

関
す
る
件
達
　

137

七
三
　

大
住
淘
綾
両
郡
戸
長
選
挙
細
則
　

138

七
四
　

戸
長
薦
挙
会
施
行
に
関
す
る
件
達
　

139
七
五
　

戸
長
所
轄
区
域
変
更
に

関
す
る
県
令
沖
守
固
の

訓
示
お

よ
び

通
達
（
一

－
二

）　

139

七
六
　

戸
長
月
次
会
開
会
に

関
す
る
県
令
沖
守
固
の

内
達
　

140
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七
七
　

愛
甲
郡
田
代
村
他
三
か
村
戸
長
改
選
を
め
ぐ
る
紛
議
（
一

－
三

）　

140
七
八

　

戸
長
集
会
規
定
　

146

七
九
　

町
村
総
代
人
に

関
す
る
件
達
（
一

－
二

）　

146

八
〇
　

神
奈
川
県
町
村
会
規
則
（
一

－
二

）　

149

八
一

　
区
町
村
会
規
則
取
設
に

関
す
る
件
達
（
一

－
二

）　

150

八
二

　

町
村
会
規
則
に

関
す
る
伺
書
　

151

八
三
　

大
住
郡
子
易
村
村
会
規
則
　

152

八
四

　

愛
甲
郡
棚
沢
村
村
会
議
事
細
則
お

よ
び
同
副
則
　

154

八
五
　

高
座
郡
町
村
連
合
会
規
則
お
よ
び
同
議
事
細
則
（
一

－
二

）　

157

八
六
　

町
村
会
議
員
の

分
限
に

関
す
る
件
通
牒
お
よ
び
達
　

161

八
七
　

戸
長
役
場
筆
生
の

町
村
会
議
員
兼
務
差
止
に

関
す
る
件
諭
達
　

162

八
八

　

橘
樹
郡
大
豆
戸
村
他
七
か

村
連
合
会
議
事
細
則
　

162

八
九
　

町
村
会
に

関
す
る
高
座
郡
長
代
理
の

訓
示
お

よ
び
同
郡
橋
本
村

他
三
か

村
戸
長
の

上
申
書
（
一

－
二

）　

164

九
〇
　

橘
樹
郡
下
学
区
連
合
町
村
会
関
係
文
書
（
一

－
五
）　

165

九
一

　
高
座
郡
下
の

維
新
前
諸
会
議
の

有
無
等
に

関
す
る
取
調
の

件
達
　

169

九
二

　

高
座
郡
上
草
柳
村
下
草
柳
村
連
合
会
議
事
細
則
認
可
伺
　

170

第
二

節

県
会
関
係

九
三
　

県
会
議
員
選
挙
に

関
す
る
愛
甲
郡
長
の

伺
案
　

171

九
四

　

県
会
議
員
選
挙
人

被
選
挙
人
名
簿
編
制
心
得
　

172

九
五
　

第
一

回
県
会
議
員
選
挙
区
と
定
数
　

173

九
六
　

県
会
議
員
公
選
反
対
建
言
書
　

173

九
七
　

県
会
議
員
選
挙
資
格
に

関
す
る
件
伺
　

175

九
八
　

議
事
傍
聴
心
得
書
　

175

九
九
　

県
令
公
選
に
関
す
る
建
議
草
稿
　

176

第
三
節
　
県
行
政
と
民
情

一

〇
〇
　

言
論

集
会
等
取
締
に

関
す
る
件
達
（
一

－
五
）　

178

一

〇
一

　
教
育
の

普
及
に

関
す
る
件
諭
達
　

183

一

〇
二

　

窮
民
救
育
規
則
　

183

一

〇
三
　

明
治
十
六
年
甲
部
巡
察
使
復
命
書
神
奈
川
県
の

部
お
よ
び
関
係

書
類（
一

－
三
）　

185

一

〇
四
　

騒
擾
事
件
と
行
政
取
締
報
告
書（
一

－
八
）　

249
一

〇
五
　

騒
擾
取
締
に
関
す
る
高
座
郡
長
の

内
達（
一

－
二

）　

260
一

〇
六
　

負
債
者
対
策
に

関
す
る
高
座
郡
長
宛
南
多
摩
郡
長

県
書
記
官
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書
簡（
一

－
二

）　

261

一

〇
七
　

負
債
者
徒
党
取
締
に

関
す
る
大
住
淘
綾
両
郡
長
の

内
達
　

262

一

〇
八

　

負
債
党
取
捌
人
賞
与
に

関
す
る
高
座
郡
長
宛
県
書
記
官

南
多
摩

郡
長
書
簡（
一

－
二

）　

263

一

〇
九
　

社
倉
解
散
下
付
金
維
持
方
法
に

関
す
る
上
願
書
お
よ
び
同
許
可

書（
一

－
二

）　

264

一

一

〇
　

勤
倹
儲
蓄
同
盟
社
則
　

267

一

一

一

　

高
座
郡
下
鶴
間
村
他
三
か

村
節
倹
約
定
書
　

268

一

一

二

　

駅
逓
局
へ

の

貯
蓄
奨
励
に

関
す
る
県
令
沖
守
固
の

内
達
　

271

一

一

三
　

高
座
郡
橋
本
村
他
三
か

村
貯
蓄
規
約
作
成
延
期
に
つ

い

て

の

上
申
書
　

271

一

一

四

　

特
置
巡
査
規
則
に

関
す
る
件
達
お

よ
び
同
配
置
願
（
一

－
二

）　

272

第
四
節
　
民
費

地
方
税

一

一

五
　

明
治
十
年
度
足
柄
上
郡
民
費
額
内
訳
抜
萃
　

274

一

一

六
　

明
治
十
一

年
自
七
月

至
九
月

第
六
大
区
費
精
算
書
上
　

275

一

一

七
　

地
租
改
正
見
込
の

件
上
申
書
　

276

一

一

八
　

河
港
道
路
等
地
方
税
支
出
に

関
す
る

件
達
　

277

一

一

九
　

地
方
経
済
郡
区
分
離
条
例
　

277

一

二
〇
　

地
方
税
戸
数
割
徴
収
方
則
議
案
　

278

一

二
一

　
備
荒
儲
蓄
法
廃
案
議
決
に

と
も
な
う
伺
と

指
令
（
一

－
三
）　

279

一

二
二

　

備
荒
儲
蓄
法
廃
棄
に

関
す
る
大
住
淘
綾
両
郡
の

上
申
書
　

280

一

二

三
　

地
方
税
徴
収
期
限
諭
示
に

関
す
る
件
達
　

282

一

二

四

　

地
方
税
負
担

集
会
等
学
校
使
用
制
限
に

関
す
る
県
会
議
員
建
白
書
　282

一

二

五
　

西
多
摩
郡
下
地
方
税
備
荒
儲
蓄
金
等
滞
納
督
促
の

件
通
達

（
一

－
一

〇
）　

285

一

二

六
　

諸
税
納
期
厳
守
に

関
す
る
大
住
淘
綾
両
郡
長
の

通
達
　

289

一

二
七
　

諸
税
怠
納
者
取
締
に

関
す
る
高
座
郡
長
の

内
達
　

290

第
二

編
　
明
治
中
後
期

第
一

章
　
郡
制
市
制
町
村
制

第
一

節
　
県
政
の

方
向
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一

二
八
　

市
制
町
村
制
施
行
に

関
す
る
県
知
事
沖
守
固
の

演
達
お

よ
び

諮
問
（
一

－
三
）　

291

一

二

九
　

町
村
制
施
行
準
備
に

関
す
る
県
知
事
沖
守
固
の

演
達
要
旨
　

295

第
二

節
　
郡
制
と
町
村
長
会
関
係

一

三
〇
　

郡
制
実
施
の

状
況
調
査
に

関
す
る
依
命
通
達
な
ら
び
に
上
申
書

（
一

－
二

）　

296

一

三
一

　
郡
制
実
施
に

と
も
な
う
足
柄
上
下
両
郡
の

郡
界
変
更
関
係
文
書

（
一

－
六
）　

297

一

三
二

　

大
住
淘
綾

足
柄
上
両
郡
の

郡
界
変
更
に

関
す
る
件
通
牒
　

306

一

三
三
　

橘
樹
郡
町
村
長
会
同
盟
規
約
　

307

一

三
四
　

三
浦
郡
会
会
議
規
則
お
よ
び
同
傍
聴
人
取
締
規
則
　

308

第
三
節
　
町
村
制
施
行
の

経
過

一

三
五
　

町
村
制
施
行
に

関
す
る

郡
区
会
記
録
　

311

一

三
六
　

栃
窪
村
資
力
等
調
査
を
め
ぐ
る
足
柄
上
郡
長
の

大
住
淘
綾
郡
長
宛

申
送
状
　

314

一

三
七
　

足
柄
上
郡
の

新
村
名
選
定
を
め
ぐ
る
往
復
文
書（
一

－
二

）　

315

一

三
八
　

足
柄
上
郡
苅
野
村
の

合
併
沿
革
に

関
す
る
件
上
申
書
　

315

一

三
九
　

足
柄
上
郡
中
川
村
他
数
か

村
の

資
力
等
調
査
な
ら
び
に

新
村
名

選
定
に

関
す
る
往
復
文
書
　

318

一

四
〇
　

町
村
分
合
を
め
ぐ
る
県
知
事
沖
守
固
の

訓
令
お

よ
び
諮
問
事
項
　

319

一

四
一

　
足
柄
上
郡
金
子
神
縄
両
村
制
の

町
村
施
行
に

関
す
る
上
申
書

（
一

－
二

）　

320
一

四
二

　

足
柄
上
郡
山
田
村
他
二
か

村
の

合
併
問
題
に

関
す
る
意
見
書

（
一

－
三

）　

322

一

四
三
　

愛
甲
郡
棚
沢
村
他
四
か

村
の

合
併
問
題
を
め

ぐ
る
副
申
書
　

323

一

四
四

　

足
柄
上
郡
柳
川
村
他
二

か

村
村
民
の

組
合
村
分
離
を
め
ぐ
る

上
願
書
　

335

一

四
五
　

都
筑
郡
二

俣
川
村
他
二

か

村
の

合
併
問
題
関
係
書

類

（
一

－
六
）　

336

一

四
六
　

郡
界
問
題
に

関
す
る
県
書
記
官
田
沼
健
の

高
座
郡
長
宛
書
簡
　

340

一

四
七
　

都
筑
郡
下
村
役
場
開
設
事
務
引
継
に

関
す
る
照
会
案
　

340

第
四
節
　
町
村
合
併
分
離
の

係
争
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一

四
八
　

橘
樹
郡
保
土
ケ
谷
町
他
数
か

村
の

合
併
問
題
を
め
ぐ
る

紛
議（
一

－
一

六
）　

341

一

四
九
　

津
久
井
郡
中
野
村
他
四
か

村
組
合
分
離
問
題
に

関
す
る
行
政

裁
判
関
係
書
類（
一

－
六
）　

364

第
二

章
　
三
多
摩
分
離
問
題

第
一

節
　
三
多
摩
地
域
移
管
の

基
本
要
綱

一

五
〇
　

神
奈
川
県
下
西
北
南
多
摩
三
郡
の

東
京
府
管
轄
替
の

要
領
　

394

一

五
一

　
多
摩
三
郡
の

管
轄
替
に

関
す
る
東
京
府
知
事
富
田
鉄
之
助
の

上
申
　

397

一

五
二

　

多
摩
三
郡
の

管
轄
替
に

関
す
る
警
視
総
監
園
田
安
賢
の

上
申
　

399

一

五
三

　

多
摩
三
郡
の

管
轄
替
に

関
す
る
神
奈
川
県
知
事
内
海
忠
勝
の

内
申
　

400

第
二

節
　
賛
成
派

反
対
派
の

動
静

一

五
四
　

多
摩
三
郡
有
志
者
の

境
域
変
更
法
律
案
賛
成
陳
述
書
　

401

一

五
五

　

境
域
変
更
の

賛
成
調
印
取
消
要
求
　

403

一

五
六
　

神
奈
川
県
有
志
の

境
域
変
更
賛
成
主
意
書
　

404

一

五
七
　

北
多
摩
郡
有
志
の

境
域
変
更
賛
成
請
願
　

405

一

五
八
　

東
京
市
市
会
議
員
有
志
の

区
域
変
更
推
進
運
動
に

関
す
る

往
復
文
書
　

406

一

五
九
　

多
摩
三
郡
と
東
京
府
の

関
係
に
つ

い

て
の

北
多
摩
郡
有
志
者
の

口

話
　

410

一

六
〇
　

神
奈
川
県
県
会
議
員
の

境
域
変
更
反
対
理
由
書
　

411

一

六
一

　

多
摩
三
郡
町
村
長
の

境
域
変
更
反
対
陳
情
書
　

412

一

六
二

　

飯
田
快
三
他
の

境
域
変
更
反
対
上
申
書
　

414

一

六
三
　

境
域
変
更
反
対
請
願
書
　

414

一

六
四
　

境
域
変
更
反
対
理
由
書
　

415

一

六
五
　

多
摩
三
郡
人
民
の

境
域
変
更
反
対
意
見
　

416

一

六
六
　

神
奈
川
県
東
京
府
の

地
方
税
額
等
比
較
表
と

諸
見
解（
一

－
三

）　

417

一

六
七
　

境
域
変
更
反
対
議
員
に

対
す
る
神
奈
川
県
県
会
議
員
町
村
長
他

有
志
の

謝
意
　

419

一

六
八
　

多
摩
三
郡
境
域
変
更
法
案
可
決
に
つ

い

て

の

東
京
市
市
会
議
員

の

謝
意
　

419

第
三
節
　
三
多
摩
分
離
後
の

行
政
措
置
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一

六
九
　

三
多
摩
分
離
後
の

神
奈
川
県
景
況
私
見
　

421
一

七
〇
　

憲
兵
多
摩
三
郡
へ

派
遣
の

件
通
達
　

422
一

七
一

　
多
摩
三
郡
境
域
変
更
に

と
も
な
う
事
務
引
継
往
復
文
書
　

422

一

七
二

　

多
摩
三
郡
の

警
察
規
則
施
行
に

関
す
る
往
復
文
書
　

423

一

七
三
　

多
摩
三
郡
神
奈
川
県
へ

管
轄
復
旧
に

関
す
る
建
議
な
ら
び
に

請
願
書（
一

－
二

）　

424

一

七
四
　

東
京
府
神
奈
川
県
境
域
の

飛
地
交
換
に

関
す
る
法
律（
一

－
三

）　

427
第
三
章
　
地
租
軽
減

地
価
修
正

第
一

節
　
地
租
軽
減

延
納
問
題
の

系
譜

一

七
五
　

租
税
問
題
に

関
す
る
県
収
税
長
添
田
知
通
の

具
申
書（
一

－
九
）　

431

一

七
六
　

地
租
延
納
上
申
書
　

438

一

七
七
　

租
税
軽
減
哀
願
書
　

439

一

七
八

　

未
納
地
租
金
納
入
先
変
更
嘆
願
書
　

446

一

七
九
　

地
租
未
納
者
呼
出
状
取
纒
還
納
に

関
す
る
許
可
願
　

447

一

八
〇
　

山
林
原
野
雑
種
地
税
未
納
分
等
年
賦
払
に

関
す
る
上
申
書

（
一

－
二

）　

447

第
二

節
　
地
価
修
正

地
租
軽
減
運
動

一

八
一

　
地
租
軽
減
請
願
書
　

450

一

八
二

　

久
良
岐

橘
樹

都
筑
三
郡
地
価
修
正
請
願
同
盟
会
規
則
　

455

一

八
三
　

地
価
修
正
請
願
書
　

456

一

八
四
　

橘
樹

久
良
岐

都
筑
三
郡
地
価
修
正
請
願
費
予
算
決
議
書
　

458

一

八
五

　

地
価
修
正
請
願
運
動
関
係
書
簡（
一

－
一

三

）　

459

一

八
六
　

地
価
修
正
請
願
書
　

464

一

八
七
　

地
租
増
徴
案
反
対
請
願
書
　

465

一

八
八

　

田
畑
地
価
修
正
請
願
書
　

467

第
四
章
　
日
清
日
露
戦
争
と
地
方
政
情

第
一

節
　
日
清
戦
争
協
力
組
織
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一

八
九
　
日
清
戦
争
下
の

橘
樹
郡
の

動
向（
一

－
一

三
）　

468

一

九
〇
　

戦
時
軍
人
家
族
扶
助
規
程
　

471

一

九
一

　
足
柄
下
郡
下
軍
人
困
窮
家
族
救
済
に

関
す
る
件
通
達（
一

－
二

）　

472

一

九
二

　

愛
甲
郡
下
軍
人
家
族
救
護
に

関
す
る
件
通
達
　

474

一

九
三
　

愛
甲
郡
下
軍
人
遺
族
特
別
賜
金
に

関
す
る
件
通
達
　

474

一

九
四

　

愛
甲
郡
下
軍
人
家
族
救
護
に

関
す
る
郡
長
演
達
要
領
　

475

一

九
五
　

愛
甲
郡
下
義
勇
艦
隊
建
設
義
金
徴
収
に

関
す
る
協
議
案

付
　
寄
付
金
申
込
額
人
員
調
　

476

一

九
六
　

橘
樹
郡
招
魂
碑
建
設
に

関
す
る
発
起
人
総
代
郡
長
書
簡
　

477

一

九
七
　

愛
甲
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
兵
事
関
係
協
議
案

付
　

愛
甲
郡
南
毛
利
村
兵
事
奨
励
会
規
則
　

478

第
二

節
　
日
露
戦
争
と

行
政
指
導

一

九
八
　

愛
甲
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
郡
長
演
達
要
項
　

480

一

九
九
　

中
郡
町
村
長
会
に
お
け
る
郡
長
演
達
要
項
　

484

二

〇
〇
　

中
郡
報
国
会
事
業
施
行
方
法
細
則
　

487

二

〇
一

　
神
奈
川
県
戦
時
軍
人
家
族
救
護
会
規
則
　

488

二
〇
二

　

中
郡
下
政
費
節
減
軍
人
家
族
扶
助
に

関
す
る
件
通
達
　

489

二
〇
三
　

戦
時
勤
倹
貯
蓄
組
合
標
準
　

490

二
〇
四

　

国
債

軍
資
献
納
金
に

関
す
る
件
通
牒
（
一

－
八
）　

490

二

〇
五
　

召
集
軍
人
中
下
士
兵
卒
家
族
救
護
等
に

関
す
る
件
通
達

（
一

－
四

）　

494

二

〇
六
　

愛
甲
郡
奨
兵
義
会
規
則（
一

－
二

）　

497

二

〇
七
　

郡
市
別
軍
人
家
族
救
護
の

状
況
調
査
　

500

二
〇
八
　

無
資
力
者
の

韓
国
渡
航
抑
制
の

件
通
達
　

501

二

〇
九

　
イ
ギ
リ
ス

公
使
夫
人
の

義
捐
金
皇
后
よ
り
下
賜
の

趣
旨
徹
底
の

件
通
牒
　

…

02

二
一

〇
　

時
局
に

関
す
る
新
聞
報
道
記
事
謬
説
注
意
の

件
通
達
　

503

第
三
節
　
日
露
戦
争
後
地
方
経
営
方
針

二
一

一

　
郡
長
会
に
お
け
る
県
知
事
周
布
公
平
の

演
達
要
項（
一

－
二

）　

505

二
一

二

　

平
和
条
約
調
印
の

件
通
牒
　

505

二
一

三

　
工

業
所
有
権
保
護
協
会
設
立
の

件
通
牒
　

506

二
一

四

　

内
債
募
集
に

さ
い

し
留
意
す
べ

き
措
置
の

件
通
達
　

507
二
一

五
　

愛
甲
郡
町
村
長
会
に

お
け
る
郡
長
演
達
要
項
（
一

－
二

）　

507
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第
三
編
　
大
正

昭
和
初
期

第
一

章
　
地
方
改
良
計
画

第
一

節
　
神
奈
川
県
地
方
改
良
会

二
一

六
　

神
奈
川
県
地
方
改
良
会
規
則
　

521

二
一

七
　

神
奈
川
県
地
方
改
良
会
中
郡
支
部
関
係
書
類（
一

－
一

四

）　

521

二
一

八
　

橘
樹
郡
大
綱
村
地
方
改
良
会
等
設
置
関
係
書
類
　

530

第
二

節
　
地
方
改
良
関
係
運
動
の

実
情

二
一

九
　

中
郡
大
磯
町
に

お
け
る
地
方
改
良
運
動
の

動
向（
一

－
一

四

）　

533

二
二

〇
　

足
柄
上
郡
共

和

村

南
足
柄
村

視
察
事
項
大
要
　

547

二
二
一

　

中
郡
大
山
町
戊
申
詔
書
奉
読
式
挙
行
等
関
係
書
類（
一

－
三

）　

558

二
二
二

　

戊
申
大
詔
紀
念
高
座
郡
相
原
村
勤
倹
貯
蓄
組
合
等
規
約（
一

－
六

）　

560

二
二
三
　

橘
樹
郡
大
綱
村
青
年
会
第
三
支
部
規
約
草
案

帝
国
在
郷
軍
人

分
会
関
係
書
類（
一

－
三
）　

568

二
二

四
　

足
柄
上
郡
南
足
柄
村
関
本
区
第
三
組
組
合
規
約
書

助
誠
講

主
意
書（
一

－
二

）　

574

二
二

五
　

高
座
郡
下
青
年
団
体
善
導
の

件
通
達
　

577

二
二

六
　

足
柄
下
郡
現
役
兵
入
隊
景
況
調
査
表
　

578

二
二

七
　

足
柄
下
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
郡
長
演
達（
一

－
三
）　

579

二
二

八
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
貯
蓄
奨
励
に

関
す
る
指
示
事
項
　

584

第
二

章
　
米
騒
動

民
力
涵
養
計
画

第
一

節
　
米
騒
動
と
米
廉
売
施
米
対
策

二
二

九

　「
米
騒
動
と
横
浜
」
等
県
知
事
有
吉
忠
一

の

県
政
回
想
　

586
二

三
〇
　

中
郡
大
磯
町
の

米
廉
売
施
米
実
施
状
況（
一

－
二

五
）　

593

第
二

節
　
節
米
勤
倹
貯
蓄
奨
励
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二
三
一

　

節
米
奨
励
に

関
す
る
神
奈
川
県
告
諭
お
よ
び
通
牒
　

604
二
三
二

　

勤
倹
貯
蓄
奨
励
等
に

関
す
る
橘
樹
郡
訓
令
　

606

二

三
三
　

橘
樹
郡
大
綱
村
菊
名
勤
倹
質
実
申
合
規
約
書
　

608

二

三
四
　

節
米
に

関
す
る
件
通
牒
　

609
第
三
節
　
民
力
涵
養
運
動

二

三
五
　

神
奈
川
県
民
力
涵
養
大
会
に
お

け
る
県
知
事
井
上
孝
哉
の

講
演
　

609

二

三
六
　

民
力
涵
養
大
会
協
議
会
　

627

二

三
七
　

民
力
涵
養
実
行
要
目
　

631

二
三
八
　

橘
樹
郡
大
綱
村
民
力
涵
養
実
行
要
目
　

643

二

三
九
　

神
奈
川
県
地
方
改
良
民
力
涵
養
講
習
会
　

644

二
四
〇
　

神
奈
川
県
下
郡
市
町
村
等
主
催
民
力
涵
養
講
演
会
成
績
　

645

第
四
節
　
第
一

次
大
戦
と
地
方
行
政

二
四
一

　
郡
市
長
会
に
お
け
る
県
知
事
井
上
孝
哉
の

訓
示
　

646

二
四
二

　

足
柄
下
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
郡
長
演
達（
一

－
二

）　

651

二
四
三
　

橘
樹
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
郡
長
演
達

指
示
事
項
（
一

－
二

）　

655

二

四
四
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
に

お
け
る
協
議
事
項
　

666

二

四
五
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
に
お
け
る
町
村
財
政
救
済
決
議

協
議
事
項
　

667

二

四
六
　

橘
樹
郡
大
師
河
原
村
事
務
報
告
　

668

二
四
七
　

橘
樹
郡
大
綱
村
事
務
報
告
　

673

二
四
八
　

橘
樹
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
町
村
行
政
事
務
関
係
指
示
事
項
　

680

二

四
九
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
に
お
け
る
地
租
委
譲

農
村
振
興
宣
言

お
よ
び
協
議
事
項
　

671

第
三
章
　
関
東
大
震
災

第
一

節
　
被
害
状
況
の

報
告

二
五
〇
　

神
奈
川
県
下
の

被
害
状
況
一

覧
表
　

683

二
五
一

　

神
奈
川
県
下
震
災
状
況
に

関
す
る
県
知
事
安
河
内
麻
吉
の

報
告

（
一

－
四
）　

684

二
五
二
　

三
浦
郡
下
被
害
概
況
　

694

二
五
三
　

鎌
倉
郡
下
震
災
調
査
報
告
　

697

二
五
四
　

震
災
後
の

社
会
経
済
状
態
に

関
す
る
県
知
事
安
河
内
麻
吉
の

報
告

（
一

－
二

）　

704
二
五
五
　

津
久
井
郡
下
被
害
状
況
事
後
処
理
等
報
告（
一

－
三
）　

708
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二

五
六
　

橘
樹
郡
大
綱
村
被
害
報
告（
一

－
二

）　

711

第
二

節

戒
厳
令
関
係

二

五
七
　

関
東
戒
厳
司
令
官
告
諭
　

712

二
五
八

　

戒
厳
令
施
行
に

さ
い

し
橘
樹
郡
大
綱
村
の

告
示
　

713

二
五
九
　

三
崎
戒
厳
地
区
管
下
状
況
概
要
申
告
覚
書
　

713

二
六
〇

　「
朝
鮮
人
暴
動
」
説
虚
報
の

件
通
達（
一

－
二

）　

716

二
六
一

　
軍
隊
出
動
要
請

防
衛

朝
鮮
人
保
護
に

関
す
る
注
意
の

件
通
知
　

717

二

六
二

　

戒
厳
令
施
行
に

関
す
る

件
告
示
　

717

二

六
三

　

戒
厳
令
施
行
に

と
も
な
う
命
令
事
項
　

718

二
六
四
　

戒
厳
地
司
令
官
告
諭
等
掲
示
徹
底
の

件
通
達
　

718

二

六
五
　

軍
隊
派
遣
方
の

件
申
請
　

719

二

六
六
　

戒
厳
地
司
令
部
の

災
害
処
理
関
係
情
報
　

719

二
六
七
　

戒
厳
地
司
令
部
の

伝
染
病
防
遏
命
令
　

720

二
六
八
　

戒
厳
地
区
司
令
官
の

米
配
給
に

関
す
る
件
告
達
　

720

二

六
九
　

横
須
賀
鎮
守
府
災
害
処
理
関
係
情
報
　

720

二

七
〇
　

横
須
賀
鎮
守
府
震
災
対
策
日
報
　

722

二

七
一

　
三
崎
戒
厳
地
区
司
令
部
の

「
レ

イ
ニ

ン

」
号
入
港
の

件
通
告
　

726

二

七
二

　

管
下
町
村
長
警
察
官
に

た
い

す
る
三
崎
戒
厳
地
区
指
揮
官
の

告
諭
　

726

二

七
三
　

鎌
倉
郡
下
警
備
隊
配
置
状
況
等
に

関
す
る

件
報
告
　

726

二

七
四
　

小
田
原
方
面
警
備
隊
司
令
部
会
報
　

729

二

七
五
　

小
田
原
方
面
警
備
隊
司
令
部
会
報
指
示
事
項
　

730

二

七
六
　

小
田
原
方
面
警
備
隊
司
令
部
の

災
害
復
旧
経
過
の

件
照
会
と
回
答
　

732

二

七
七
　

臨
時
藤
沢
憲
兵
隊
事
務
開
始
の

件
通
牒
　

735

二
七
八
　

横
須
賀
戒
厳
司
令
部
の

震
災
関
係
情
報
　

735

二

七
九
　

鎌
倉
横
須
賀
憲
兵
分
隊
管
内
に

分
駐
所
開
設
の

件
通
牒
　

739

第
三
節
　
災
害
対
策

二
八
〇
　

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
設
置
の

件
通
知
　

739

二

八
一

　
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
の

組
織
と

施
設
　

739

二
八
二

　

情
報
活
動
　

744

二

八
三
　

朝
鮮
人
の

動
静
に

関
す
る
県
知
事
安
河
内
麻
吉
の

報
告
　

745

二

八
四

　
「
不
逞
鮮
人
」
に

対
す
る
自
衛
勧
告
の

件
通
達
　

748

二
八
五
　

鎌
倉
郡
戸
塚
町
の

自
衛
団
組
織
　

748
二

八
六
　

鎌
倉
郡
下
緊
急
町
村
長
会
協
議
事
項（
一

－
二

）　

749
二
八
七
　

三
浦
郡
町
村
長
会
に

お
け
る
災
害
地
復
興
等
に

関
す
る

協
議
希
望
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事
項
　

749
二
八
八

　

津
久
井
郡
災
害
善
後
処
置

実
施
方
針
報
告
書
　

750

二

八
九
　

鎌
倉
郡
下
町
村
の

震
災
対
策
状
況
報
告
　

751

二

九
〇
　

鎌
倉
郡
救
護
事
業
状
況
報
告
　

756

二

九
一

　
鎌
倉
郡
鎌
倉
町
の

災
害
復
興
の

た
め
の

政
府
援
助
申
請
書
副
申
　

763

二
九
二

　

三
浦
郡
三
崎
町
の

施
設
概
況
報
告
　

764

二

九
三
　

三
浦
郡
下
食
糧
節
約
に

関
す
る
件
通
達
　

767

二

九
四

　
三
浦
郡
下
町
村
の

食
糧
需
給
統
轄
の

件
訓
令
　

768

二

九
五
　

食
糧
徴
発
命
令
書
交
付
方
申
請
書
　

768

二
九
六
　

鎌
倉
郡
に
お

け
る
非
常
徴
発
令
の

件
告
示
　

768

二

九
七
　

鎌
倉
郡
下
震
災
激
甚
町
村
に

対
す
る
米
供
給
の

件
申
請
　

769

二

九
八

　

津
久
井
郡
下
衛
生
施
設
に

関
す
る

件
通
牒
　

769

二

九
九
　

橘
樹
郡
大
綱
村
の

罹
災
者
救
助
の

経
過（
一

－
九
）　

770

三
〇
〇
　

鎌
倉
郡
下
義
務
教
育
等
に

関
す
る
件
通
牒
　

776

三
〇
一

　
津
久
井
郡
日
連
村
他
一

か

村
組
合
役
場
の

罹
災
民
救
護
等
事
業

従
事
者
に

関
す
る
調
査
報
告
　

777

三
〇
二

　

労
働
力
需
給
調
節
に

関
す
る
県
内
務
部
長
の

通
牒
　

778

三

〇
三
　

地
方
労
働
者
上
京
見
合
せ

方
説
得
に

関
す
る

県
内
務
部
長
の

通
牒
　

779

三
〇
四

　

津
久
井
郡
下
町
村
別
災
害
復
旧
従
事
者
調
　

779

三
〇
五
　

災
害
地
建
築
の

た
め
の

労
働
者
利
用
方
法
に

関
す
る
橘
樹
郡
長
の

通
牒
　

780

三
〇
六
　

遷
都
論
流
言
取
締
に

関
す
る
県
内
務
部
長

警
察
部
長
達
の

通
牒
　

780

三
〇
七
　

罹
災
者
被
服
給
与
調
査
に

関
す
る
県
内
務
部
長
の

通
牒
　

781

三
〇
八

　

罹
災
者
救
助
に

関
す
る
県
内
務
部
長
の

通
牒
　

781

三
〇
九
　

津
久
井
郡
下
震
災
避
難
者
保
護
に

関
す
る
注
意
の

件
通
牒
　

781

三
一

〇
　

新
潟
医
科
大
学
診
療
班
鎌
倉
郡
下
で

無
料
治
療
の

件
通
牒
　

782

三
一

一

　
罹
災
者
救
助
お

よ
び
就
業
奨
励
に

関
す
る
県
内
務
部
長
の

通
牒

（
一

－
二

）　

782

三
一

二

　

罹
災
者
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
計
画
の

件
通
牒
　

784

三
一

三
　

罹
災
者
救
助
に

関
す
る
鎌
倉
郡
長
の

報
告
　

784

三
一

四
　

海
軍
工

厰
解
雇
労
働
者
対
策
に

関
す
る

県
内
務
部
長
の

通
牒
　

785

三
一

五
　

三
浦
郡
漁
業
組
合
長
会
議
の

漁
村
救
済
に

関
す
る

協
議
決
定
事
項

通
知
　

786

三
一

六
　

橘
樹
郡
下
災
害
農
村
救
済
に

関
す
る
協
議
会
開
催
の

件
通
牒
　

787

三
一

七
　

米
国
軍
服
給
与
の

た
め
の

調
査
依
頼
の

件
通
牒
　

788

三
一

八
　

災
害
の

経
済

財
政

人
心
へ

の

影
響
に

関
す
る
津
久
井
郡
長
の

報
告
　789

三
一

九
　

小
作
問
題
農
民
運
動
等
の

動
静
に

関
す
る
件
照
会
と
回
答

（
一

－
二

）　

790
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第
四
節
　
復
興
更
生
運
動

三
二

〇
　

神
奈
川
県
復
興
促
進
会
規
約
　

791

三
二
一

　

復
興
会
の

組
織
と
活
動
状
況
に

関
す
る

県
知
事
安
河
内
麻
吉
の

報
告（
一

－
三
）　

792

三
二
二

　

津
久
井
郡
下
災
害
自
力
復
旧
要
請
の

件
通
牒
　

806

三
二

三

　

津
久
井
郡
下
震
災
後
の

産
業
組
合
活
動
に

関
す
る
件
通
牒
　

807

三
二
四

　

津
久
井
郡
下
災
害
復
旧
調
査
回
答
　

807

三
二
五
　

震
災
に

よ
る
公
民
権
喪
失
者
救
済
に

関
す
る
往
復
文
書（
一

－
二

）　

808

三
二

六
　

津
久
井
郡
下
県
税
等
徴
収
期
限
に

関
す
る
件
通
知

伺（
一

－
二

）　

809

三
二

七
　

町
村
財
源
補
充
方
法
に

関
す
る
鎌
倉
郡
長
の

意
見
上
申
書
　

810

三
二

八
　

橘
樹
郡
町
村
長
会
に
お

け
る
郡
長
演
述
要
旨
　

811

三
二

九
　

全
国
町
村
長
会
宣
言
　

812

三
三
〇
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
決
議（
一

－
二

）　

813

三
三
一

　

橘
樹
郡
町
村
長
会
決
議
　

814

三
三
二

　

神
奈
川
県
町
村
長
会
決
議
に

た
い

す
る
政
友
会
森
恪
の

返
書
　

815

三
三
三
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
の

決
議
請
願
運
動
に

関
す
る
会
長
の

状
況

報
告
　

816

三
三
四

　

罹
災
地
町
村
へ

の

国
庫
融
資
促
進
方
心
得
に

関
す
る
神
奈
川
県

町
村
長
会
長
の

通
知
　

817

三
三
五
　

震
災
応
急
資
金
国
庫
補
助
に

関
す
る

中
郡
町
村
長
会
の

陳
情
　

818

三
三
六
　

足
柄
下
郡
小
田
原
町
の

震
災
借
入
金
国
庫
補
給
期
成
同
盟
会
脱

会
通
知
　

818

三
三
七
　

橘
樹
郡
大
綱
村
の

復
興
関
係
書
類（
一

－
七
）　

819

三
三
八
　

神
奈
川
県
震
災
誌
編
纂
に

関
す
る
調
査
の

件
依
頼
　

823

三
三
九
　

神
奈
川
県
震
災
誌
編
纂
資
料
三
浦
郡
関
係
分
の

報
告
　

824

第
四
章
　
郡
制
廃
止

税
制
改
正
と
地
方
行
政

第
一

節
　
郡
役
所
廃
止
前
後
の

行
財
政
問
題

三
四
〇
　

橘
樹
郡
町
村
長
会
に

お
け
る
郡
長
演
達
　

846

三
四
一

　
橘
樹
郡
大
綱
村
の

行
政
指
導（
一

－
九
）　

848

三
四
二

　

神
奈
川
県
町
村
長
会
大
正
十
四
年
度
会
務
報
告
　

854

三
四
三
　

郡
役
所
廃
止
に

関
す
る
中
郡
町
村
長
会
の

諮
問

答
申
書
　

865
三
四
四
　

郡
役
所
廃
止
に

さ
い

し
て

の

神
奈
川
県
町
村
長
会
の

宣
言
決
議
　

865
三
四
五
　

町
村
吏
員
互
助
法
制
定
の

件
通
知
　

866
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三
四
六
　

足
柄
下
郡
町
村
長
会
協
議
事
項
　

867
三
四
七
　

足
柄
下
郡
湯
河
原
町
に
お

け
る
町
行
事
等
参
考
事
項
　

868

三
四
八
　

町
村
吏
員
の

県
公
報
批
判

神
札
頒
布
所
見
　

870

三
四
九
　

町
村
吏
員
の

勤
務
に

関
す
る
件
注
意
事
項
　

874

三
五
〇
　

町
村
負
担
経
費
に

よ
る

事
業
報
告
の

件
通
知
　

875

三
五
一

　
昭
和
三
年
度
末
現
在
郡
市
別
県
税
滞
納
額
調
　

876

第
二

節
　
昭
和
大
恐
慌
下
の

行
財
政
問
題

三
五
二

　

昭
和
四
年
県
市
町
村
長
会
議
に
お

け
る
県
知
事
山
県
治
郎
の

訓
示

指
示
事
項
　

878

三
五
三
　

神
奈
川
県
教
化
総
動
員
計
画
要
綱
　

883

三
五
四
　

神
奈
川
県
公
私
経
済
緊
縮
運
動
計
画
要
項
　

886

三
五
五
　

町
村
予
算
編
成
に

関
す
る

神
奈
川
県
町
村
長
会
幹
事
会
の

決
議
　

888

三
五
六
　

町
村
予
算
更
生
に

関
す
る

神
奈
川
県
町
村
長
会
会
長
の

通
達
　

889

三
五
七
　

時
事
問
題
に
関
す
る
全
国
町
村
長
会
の

小
冊
子
発
行
の

件
照
会
　

889

三
五
八
　

神
奈
川
県
町
村
長
会
昭
和
五
年
度
会
務
報
告
　

890

三
五
九
　

川
崎
市
市
会
に
お

け
る
市
会
議
員

市
参
事
会
員
の

費
用
半
減
に

関
す
る
議
事
録
と
決
議（
一

－
二

）　

902

三
六
〇
　

町
村
予
算
編
成
に

関
す
る
中
郡
町
村
長
会
の

申
合
事
項（
一

－
三

）　

906

三
六
一

　
昭
和
六
年
県
市
町
村
長
会
議
に
お

け
る
県
知
事
山
県
治
郎
の

訓
示

指
示
事
項

注
意
事
項（
一

－
三

）　

908

三
六
二

　

神
奈
川
県
町
村
長
会
昭
和
六
年
度
会
務
報
告
　

918

三
六
三
　

義
務
教
育
国
庫
負
担
金
増
額
租
税
滞
納
処
分
者
の

公
民
権
停
止

等
に

関
す
る
神
奈
川
県
町
村
長
会
の

宣
言
　

931

三
六
四
　

農
家
経
済
救
済
方
法
に

関
す
る
中
郡
町
村
長
会
の

請
願
事
項
　

933

三
六
五
　

中
郡
町
村
長
会
の

町
村
財
政
救
済
陳
情
書
　

933

解

説

総
論
　
政
治
行
政
編
の

資
料
編
集
方
法
　

1

一

　
明
治
前
期
　

1

二

　
明
治
中
後
期
　

21

三
　
大
正

昭
和
初
期
　

36

収
録
資
料
所
蔵
者
一

覧
　

54
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あ
と
が

き

口

絵
戸
長
副
戸
長
事
務
取
扱
大
略
（
神
奈
川
県
布
達
）

旧
足
柄
県
令
柏
木
忠
俊
に

た
い

す
る
小
田
原
住
民
の

惜
別
の

辞
（
柏
木
俊

孝
氏
蔵
）

明
治
十
五
年
当
時
県
庁
舎

多
摩
三
郡
の

東
京
府
移
管
賛
成
に

た
い

す
る
調
印
取
消
要
求
　
境
域
変
更

賛
成
趣
意
書
（
飯
田
助
丸
氏
蔵
）

神
奈
川
県
地
方
改
良
会
中
郡
支
部
関
係
書
類
（
大
磯
町
役
場
蔵
）

大
正
十
年
・

昭
和
四
十
八
年
　
東
海
道
本
線
時
刻
表
（
飯
田
助
丸
氏
蔵
）

関
東
大
震
災
　
横
浜
桟
橋
付
近
の

惨
状
〈
大
正
十
二

年
九

月
一

日
〉
（
前

野
栄
造
氏
蔵
）

大
正
八
年
　
県
会
議
員
選
挙
の

政
党
候
補
推
薦
状
（
飯
田
助
丸
氏
蔵
）

付

録
神
奈
川
県
管
下
之
図
（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

神
奈
川
県
管
内
図
（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

神
奈
川
県
地
図
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

装
て

い

　
原

弘

（
裏
表
紙
・

遊
び
紙
の

マ

ー
ク
は
県
章
）
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